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NEXT21外観

これまで、多くの集合住宅の基本
モデルは家族を対象にしてつくら
れてきました。しかし、今後もそれは
続くのでしょうか。今後、私たちは誰
と一緒に、どのように住むのか。住ま
い方はさらに多様化しようとしてい
ます。誰かと住む。それは家族かも
しれませんが、家族ではないかもし
れません。例えば、誰かと何か（空
間、時間、行為etc.）をシェアしたり。
こうした提案によって生まれる次の
時代の住まいの形や可能性を

「501住戸」では求めました。

ワーキングシングルの増加を背景
に、60代を中心とした世帯では「1.5
世帯」（夫婦＋単身の子）が増加し
ています。戸建住宅においては、幅
広い世帯構成に合わせた住まいが
つくられ始めていますが、集合住宅
の基本モデルは限定された世帯（1
世帯）に向けてつくられているのが
現状です。そこで、501住戸では50
～60代の夫婦を中心軸に、1.5世
帯に向けた新しい集合住宅のカタ
チを提案しました。共に暮らす「誰
か」（＝プラスワン）が変化しても、お
互いの生活を尊重し、住み続けら
れる。時の流れと共に変化する「家
族の在り方」。そんな流れに沿って
住み続けられる、変わらない家がコ
ンセプトです。基本は60代夫婦＋子
（単身）の想定ですが、夫婦とその
母など、共に暮らす「誰か」が変化
しても住み続けられる住まいです。
また、プラスワンルームを賃貸にする
等の使い方も可能です。

課題設定

企業からの提案

7年後の2020年頃、家族はどのよう
な姿をしているのでしょうか。今より
個々の独立性を求めるのか、逆に
つながりを求めるようになるのか。
独り暮らしが増えて住居の個人化
は進むのか、それとも誰かと一緒に
住む方法を模索するのか。高齢化
や少子化は、家族や家にどのような
影響を及ぼすのか。未来の家族の
ひとつのあり姿を想定し、彼ら、彼
女らが住まう理想的な家を「404住
戸」では求めました。

これまで私たちは、一般的な家族
を対象にしたファミリータイプ・
DINKSタイプといった住宅を主流
として供給してきました。しかし家族
の世帯構造は時代とともに少しず
つ変化してきています。少子高齢
化の進行や離婚率の増加などに
伴い、単身世帯や2人世帯といっ
た小規模な世帯が増加する一方、
経済的また日常生活の面でも、そ
れらの世帯が単独では暮らしにくく
なっており、この傾向は今後もより
顕著になると考えられます。そこで

「1つの世帯に1つの住まい」ではな
く、少人数の世帯同士が集まり、お
互いにサポートしながらも、各々が
自立しいきいきと永く暮らせる新し
い住まいのカタチをつくろうと考えま
した。「祖母、母、私、娘」の4つの世
代、4人の女性が、それぞれ自立し
た個人として、同時にお互いを支え
合い、世代間を継ぐ住まい。それが
私たちの提案する「4G HOUSE」
です。

課題設定

企業からの提案

62CEL July 201463 CEL July 2014

大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
同
設
計
し
た

改
修
住
戸
の
公
開
見
学
会
が
開
か
れ
ま
す
。

住戸404 501住戸 『4G HOUSE』 『プラスワンの家』株式会社大京・
株式会社岩村アトリエ

近鉄不動産株式会社・
株式会社アトリエオズミィ

「誰か」が変化しても
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４つの世代、
４人の女性が暮らす

住まい
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プラスワン

※掲載の間取りは提案時のもので、竣工時とは異なります。

※課題設定、企業からの提案は、概要・要旨です。
※見学会の予約申し込み方法は、大阪ガスホームページで8月頃ご案内予定です。

※掲載の間取りは提案時のもので、竣工時とは異なります。
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